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当社および当社子会社（株式会社セガ）の業績予想修正に関するお知らせ 
 
 
 当社は平成１６年１１月１０日発表の平成１７年３月期（平成１６年４月１日～平成１７年３
月３１日）連結業績予想を下記のとおり修正いたしました。 
また当社子会社である株式会社セガは平成１６年５月１８日発表の平成１７年３月期（平成１

６年４月１日～平成１７年３月３１日）連結業績予想および平成１６年１１月１０日発表の平成

１７年３月期（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日）個別業績予想を下記のとおり修正

いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．セガサミーホールディングス株式会社 平成１７年３月期業績予想の修正 
 
（１）連結業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日）（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
今回発表予想（A） ５１５，０００ １０４，０００ ５０，０００ 
前回発表予想（B） ５２８，０００  ９４，０００ ５３，５００ 
増 減 額（A－B） △１３，０００  １０，０００ △３，５００ 
増 減 率（％）  △２．５％  １０．６％ △６．５％ 
前期実績（平成１６年３月期） ― ― ― 

 ※セガサミーホールディングスは平成１６年１０月１日設立のため、前期実績の表記はございません。 
 
 
（２）個別業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日） 

平成１７年４月２７日発表した個別業績予想の修正から変更はございません。 
 
 
２．株式会社セガ 平成１７年３月期業績予想の修正 
 
（１）連結業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日）（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
今回発表予想（A） １９４，９００  ６，２００  １，７００ 
前回発表予想（B） ２０４，０００ １２，５００  ８，０００ 
増 減 額（A－B）  △９，１００ △６，３００ △６，３００ 
増 減 率（％） △４．５％ △５０．４％ △７８．８％ 
前期実績（平成１６年３月期） １９１，２５７ １２，６１７ ８，７６０ 



 

 
（２）個別業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日）（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
今回発表予想（A） １０２，５００  ３，６００    ９００ 
前回発表予想（B） １０４，０００  ５，０００  ４，５００ 
増 減 額（A－B）  △１，５００ △１，４００ △３，６００ 
増 減 率（％） △１．４％ △２８．０％ △８０．０％ 
前期実績（平成１６年３月期）  ９７，２６８  ６，９９８  ９，６５５ 

 
 
 
３．業績予想修正の理由 
 
（１）セガサミーホールディングス株式会社（連結） 
 
上記のとおり、株式会社セガが前回発表予想と比較して、減収減益となる見込みですが、当社

子会社であるサミー株式会社において、パチスロ遊技機販売が計画を大幅に上回り、グループ全

体では売上高はほぼ計画どおりに推移し、経常利益では１，０００億円を突破し、中期経営計画

を２年前倒しで達成する見込みとなりました。また、当期純利益におきましては、経営統合に伴

う社債償還関連として約１０６億円の特別損失を計上すること等により、当初予想を下回ること

となりました。 
 
 
（２）株式会社セガ（連結・個別） 
 
株式会社セガは当期においてコンシューマ事業における、開発子会社の本体取り込み、ジャン

ルごとの開発専門特化、海外子会社の売却、有力 IP を保有する海外開発会社の買収など、積極
的に再編を進めてまいりました。これらの過程において、新作タイトルのクオリティ向上を目指

し、発売時期の翌期への移行や開発タイトルの大幅な見直しなど、当期以降の収益改善に向けた

体制作りに取り組んでおりました。その結果当期において、ゲームソフトの販売本数が減少し、

連結・個別ともに前回発表予想と比較して、減収減益の見込みとなりました。しかし、これは当

期以降のステップアップに向けた取り組みの、前向きな結果であると考えております。 
平成 17 年 4 月 1 日には、コンシューマ事業に関わる開発部門と事業部門を統合した CS 統括

本部を新設いたしました。これは、開発と営業が一体となり、タイトルのプロジェクト毎にスケ

ジュール・コスト・品質などに関する管理を徹底し、事業責任の明確化を図るものです。コンシ

ューマ事業の早期収益化に向け、着実に再編を推進してまいります。 
 
 
 

以上 


